
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
夕
風
が
肌
寒
く
身
に
し
み
る

折
節
と
な
り
、
参
道
の
も
み
じ
や
境
内
の
桜
の
葉
も
霜

葉
（
そ
う
よ
う
と
読
み
、
霜
に
当
た
っ
て
紅
葉
し
た
葉

の
こ
と
で
す
）
と
な
り
、
色
も
鮮
や
か
で
す
。 

裏
面

に
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

宮
司
プ
レ
ス
既
刊
号
の

第
五
十
四
号
に
、
紅
葉
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
詳
述

（
し
ょ
う
じ
ゅ
つ
）
し
て
い
ま
す
が
、、
紅
葉
と
は
、
秋

に
葉
が
紅
（
く
れ
な
い
）
に
変
わ
る
事
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
紅
に
変
わ
っ
た
葉
の
事
で
す
。 

晩
秋
の
季
節
の

移
ろ
い
を
記
述
（
き
じ
ゅ
つ
）
し
た
ば
か
り
で
、
科
学

的
な
分
析
（
ぶ
ん
せ
き
）
を
試
（
こ
こ
ろ
）
み
る
の
は
、

情
緒(

じ
ょ
う
ち
ょ)

に
欠
（
か
）
け
る
話
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
紅
葉
は
、
葉
の
細
胞
の
中
の
ア
ン
ト
シ

ア
ン
が
増
し
て
、
葉
緑
素
（
よ
う
り
ょ
く
そ
）
が
、
分

解
す
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。 

「
カ
エ
デ
」
や
「
ウ

ル
シ
」
や
「
ツ
タ
」
な
ど
、
境
内
の
桜
の
霜
葉
も
そ
う

で
す
。 

黄
葉
は
、
黄
色
に
変
わ
る
葉
の
事
で
、
こ
れ

も
葉
緑
素
が
分
解
し
て
、
黄
色
色
素
（
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
）

が
、
残
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。 

「
イ
チ
ョ
ウ
」
が

そ
う
で
す
。 

ち
な
み
に
、「
紅
葉
葉
（
も
み
じ
は
）
の
」

と
い
う
言
葉
は
、「
朱
（
あ
け
）」
に
か
か
る
枕
詞
（
ま

く
ら
こ
と
ば
）
で
し
て
、
紅
葉
は
、
紅
の
色
も
表
し
て

い
ま 

    

い
ま
す
。 

 

◇
明
日
は
、
大
祭
式
（
た
い
さ
い
し
き
）
で
も
っ
て
斎

行
（
さ
い
こ
う
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
儀
（
じ
ゅ

う
ぎ
）
の
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）
を
御
奉
仕
申
し

上
げ
ま
す
。 

私
が
、
明
日
の
新
嘗
祭
で
着
装
（
ち
ゃ

く
そ
う
）
す
る
装
束
（
し
ょ
う
ぞ
く
）
の
袍
（
ほ
う
）

は
赤
色
（
せ
き
し
ょ
く
）、
し
か
も
そ
の
袍
の
裏
地
も
濃

い
赤
、
さ
ら
に
、
そ
の
袍
の
下
に
重
ね
る
単
（
ひ
と
え
）

も
朱
色
（
あ
け
い
ろ
）
で
す
。 

こ
れ
を
「
紅
葉
襲
（
も

み
じ
か
さ
ね
）」
と
い
い
ま
す
。 

明
日
の
新
嘗
祭
の
お

供
え
物
を
載
（
の
）
せ
る
台
（
三
方
《
さ
ん
ぼ
う
》）
と

言
い
ま
す
）
も
、「
朱
塗
（
し
ゅ
ぬ
）
り
」
で
す
。 

江

戸
時
代
後
期
の
伊
勢
神
宮
の
神
主
さ
ん
で
、
神
道
家

（
し
ん
と
う
か
）
の
度
会
延
佳
（
わ
た
ら
い 

の
ぶ
よ

し
）
さ
ん
が
、「
正
直
者
の
頭
（
こ
う
べ
）
に
神
宿
る
」

と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
神
様
の
好
ま
れ
る
徳
目
（
と

く
も
く
）
は
正
直
で
す
。 

私
は
、
正
直
と
い
う
徳
目
、

神
様
へ
の
誠
心
を
色
に
表
す
と
、
鮮
や
か
な
紅
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

◇
後
醍
醐
天
皇
様
の
御
製
（
ぎ
ょ
せ
い
）
に
、「
み
な
人

の 

心
を
み
が
け 

千
早
振
る 

神
の
鏡
の 
く
も

る
と
き
な
く
」
と
あ
り
ま
す
。 

「
千
早
振
（
ち
は
や

ふ
）
る
」
は
、
神
に
か
か
る
枕
詞
で
す
が
、
神
様
の
鏡

が
い
つ
も
澄
み
き
っ
て
い
る
よ
う
に
、
常
に
清
々
し
い

心
で
暮
ら
す
こ
と
を
心
掛
け
る
尊
さ
を
諭
（
さ
と
）
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。 

 
 

◇
冒
頭
（
ぼ
う
と
う
）、
科
学
的
分
析
を
試
み
ま
し
た

が
、
実
は
、
科
学
の
基
本
は
、「
知
っ
て
い
る
こ
と
」
と

「
知
ら
な
い
こ
と
」
を
厳
し
く
区
別
す
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。 

宇
宙
の
物
質
の
二
割
強
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
七

割
強
は
未
知
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

当
然
で
す
が
、
人

間
は
全
知
で
は
な
く
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
も
し
か
り
で
す
が
、
す
べ
て
を
制
御

（
せ
い
ぎ
ょ
）
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。 

そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
謙
虚
に
、
生
態
系
の
一
部
で
あ

る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
意
識
を
し
て
、
行
動
も
慎
重
で

あ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
し
て
、
未
知

な
る
も
の
へ
の
、「
畏
敬
（
い
け
い
）」「
恐
れ
」「
敬
い
」

の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
心
で
あ
る
、「
畏
（
か
し
こ
）
み
」
と

い
う
思
い
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ

の
思
い
が
、
心
の
鏡
を
磨
き
、
清
々
し
い
心
で
暮
ら
す

心
掛
け
で
あ
る
「
祈
り
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

明
日
の
新
嘗
祭,

、「
神
の
鏡
の 

く
も

る
と
き
な
く
」
と
い
う
正
直
と
い
う
徳
目
、
誠
の
心
の

赤
袍
を
身
に
着
け
る
の
で
す
か
ら
、
身
も
心
も
晴
れ
晴

れ
と
御
奉
仕
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
禍
の
終

息
と
コ
ロ
ナ
禍
の
前
の
「
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
」
に
、「
も

と
ほ
る
、
よ
み
が
え
る
」
こ
と
を
ひ
た
す
ら
に
祈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 
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◇
十
一
月
の
祭
典
行
事
報
告
（
予
定
も
含
み
ま
す
） 

 
▼
月
次
祭 

＊
十
一
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
早
起
会
参
拝 

＊
十
一
月
一
日 

 

▼
明
治
祭 
＊
十
一
月
三
日 

 
 

 

▼
衣
替
え 

＊
十
一
月
七
日 

 

※
当
宮
で
は
立
夏
と
立
冬
で
装
束
（
し
ょ
う
ぞ
く
） 

 
 

 
 

が
、
夏
物
か
ら
冬
物
へ
衣
替
え
で
す 

▼
立
皇
嗣
の
礼
当
日
祭 

 

＊
十
一
月
八
日 

 
 

 

▼
維
蘇
志
会
役
員
会 

＊
十
一
月
九
日 

 

▼
新
嘗
祭 

 

＊
十
一
月
二
十
三
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
新
嘗
祭 

 

＊
十
一
月
二
十
五
日 

 

▼
七
五
三
参
拝 

＊
十
一
月
中
申
込
受
付
中 

 

▼
朝
粥
会 

＊
十
一
月
二
十
一
日 

 

▼
神
社
総
代
会 

＊
十
一
月
二
十
三
日 

 

▼
十
一
月
限
定
御
朱
印 

 

＊
明
治
祭
限
定 

※
な
く
な
り
次
第
終
了
で
す 

＊
立
皇
嗣
の
礼
限
定 

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す 

 
 

＊
新
嘗
祭
限
定 

 

※
十
一
月
二
十
一
日
よ
り
頒
布
し
て
い
ま
す 

 

▼
手
水
舎
を
花
手
水
に
し
ま
し
た
！ 

 
 

＊
十
一
月
二
十
一
日
～ 

 
 

 

▼
境
内
の
紅
葉
が
き
れ
い
で
す
！ 

 
 

 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
周
東
支
部
熊
南
分
会
神
宮
大
麻
頒
始
祭 

＊
十
一
月
四
日 

 

※
田
布
施
町
高
松
八
幡
宮 

 
 

 

◆
山
口
県
神
社
庁
立
皇
嗣
礼
当
日
祭 

 
 
 

＊
十
一
月
九
日 

◆
下
関
支
部
神
宮
大
麻
報
始
祭 

＊
十
一
月
十
一
日 

 
 

◆
神
職
養
成
講
習
会
講
師
打
合 

 

＊
十
一
月
二
十
七
日 

◆
神
社
庁
教
化
部
教
化
広
報
部
会 

 

＊
十
一
月
二
十
七
日 

◆
神
社
庁
記
者
会
見 

＊
十
一
月
二
十
七
日 

 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
教
誨
活
動 

 
 

◆
集
合
教
誨
（
女
子
） 

 

＊
十
一
月
九
日 

 
 

◆
集
合
教
誨
（
男
子
） 

 

＊
十
一
月
三
十
日 

 

▼
そ
の
他 

 

 
 

◆
角
倉
小
学
校
四
年
生
の
授
業
に
講
演 

 
 
 

＊
十
一
月
十
八
日 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
十
一
月
十
八
日 

◆
下
関
市
中
央
倫
理
法
人
会
経
営
者
モ
ー
ニ
ン 

グ
セ
ミ
ナ
ー 

＊
十
一
月
二
十
六
日 

※
早
朝
六
時
、
当
宮
に
て
開
催 

◆
建
国
下
関
奉
祝
会
役
員
会 

＊
十
一
月
三
十
日 


